
、

直 O1l

③ 
民主主義に徹し生活を合型化して近代的な町にいたしましょう 。 (町民怒ZEより)

盛況だった産業まつり
8月14日か ら3日聞は、 恒例的 金男し ゃく 試 食会、さ らには人気

や産業まつりを を呼ぶ中学校選抜野球大会、ばん

名物になった歩行者天園、ぴっ 時大会、愛犬展覧会、野外演芸会

くり市、千人踊りパレ ド、今固 など多彩な似 L。躍進今金にふさ

はじめて神丘青年団が企画した今 わしい盛況ぷリでした
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しミ

の
みんなで

考えよう

毎
月
+
五
日
一

を
楽
し
み
に
集
一

ま
る
今
金
老
人
一

ク
ラ
ブ
の
お
年

F

寄
り
た
ち
。

ふ
え
る
老
齢
人
口

不
安
や
病
気
な
ど
、
お
年
寄
り
を
と
り

ま
く
環
境
は
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
長
く
な
っ
た
老
齢
期
を
、

い
か
に
健
康
で
、
い
か
に
生
き
が
い
の

あ
る
し
あ
わ
せ
な
も
の
に
す
る
か
を
若

い
こ
ろ
か
ら
日
常
生
活
の
な
か
で
し
っ

か
り
し
た
立
志
と
自
覚
を
も
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
長
い
間
郷
土
の
発
展
の
た
め

に
貰
献
し
、
豊
か
な
生
活
体
験
を
も
っ

た
お
年
寄
り
を
若
い
人
が
た
い
せ
つ
に

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
自

身
も
「
も
う
、
と
し
だ
か
ら
」
と
い
う

消
極
的
な
老
後
円
意
識
を
改
め
、
長
い

昔
は
「
人
生
五
十
年
」
と
い
わ
れ
た

も
の
で
す
が
、
戦
後
医
学
の
進
歩
な
ど

に
よ
り
平
均
寿
命
は
著
し
く
の
び
て
お

り
、
老
齢
人
口
も
急
速
に
ふ
え
て
い
ま

す
。
国
の
推
計
で
は
、
昭
和
八
十
年
に

は
五
人
に
一
人
が
老
齢
者
に
な
る
と
み

り
れ
て
い
ま
す
。

今
金
町
で
も
現
在
六
十
歳
以
上
の
人

は
千
百
六
十
人
と
、
総
人
口
の

一一

・

三
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

長
生
き
を
す
る
の
は
大
い
に
け
つ
こ

う
な
こ
と
で
す
が
、
反
面
核
家
族
現
象

に
よ
る
孤
独
感
、
精
神
面
、
物
質
面
の

11喝‘・，

自
動
車
交
通
体
系
を
確
立

特
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

{道
路
整
備
、

交
通
通
信
〕

道
路
整
備
は
、
広
大
な
行
政
区
域

を
も
っ
本
町
内
最
重
占
施
策
と
し
て

強
力
に
推
進
き
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
舗
装
率
は
道
々
で
七
・
七
%
、
町

道
で
一
四
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
道
を
王
要
幹
線
と

一
般
町
道
に
区
分
し
、
市
街
地
の
舗

装
な
ど
主
要
幹
線
は
重
占
的
に
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
開
発
上

重
要
な
路
線
は
、
道
々
へ
の
昇

格
を
要
諦
し
ま
す
。

開
発
道
々
八
雲
|
今
金
線
は

、

産
業
上
町
重
要
路
線
と
み
ら
れ

る
の
で
、
全
線
的
改
良
舗
装
を

促
進
し
ま
す
。
島
牧
1
今
金
聞
は

山
間
部
の
林
産
、
地
下
資
源
が
問
号
』

で
国
道
二
二
九
号
線
と
五
号
線
を
結

よ
有
利
性
が
あ
り
、
産
業
開
発
道
路

と
し
て
開
き
〈
し
ま
す
。

町
道
の
除
雪
は
、
道
路
改
良
、
除

雪
機
械
の
充
実
に
よ
り
、

二
百
十
六

J
の
う
ち
百
五
十
J
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
速
自
動
車
道
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
な
ど
昭

和
五
十
五
年
時
点
的
交
通
需
要
に
対

応
す
る
道
路
整
備
を
進
的
、
主
要
都

市
間
と
の
自
動
車
交
通
体
系
的
確
立

を
図
り
ま
す
。

唯
一
円
交
通
機
関
で
あ
る
国
鉄
瀬

吋向

あ
る
老
後

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
が
ら
一
一

一日
ま
で
は
「
老
人
福
祉
週
間
』
で

問
に
身
に
つ
い
た
生
活
の
知
山
主
」
生
か

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

成
長
し
た
老
人
ク
ラ
ブ

こ
と
し
は

γ昭
和
三
イ
八
年
間
月
今

金
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
か
句
十

周
年
に
当
た
り
ま
す
ロ
こ
の
問
、
各
地

区
で
組
織
化
い
か
進
み
、
現
在
は
ト
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会

も
で
き
て
い
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
会
貝
五
百
八
ヰ
人
は

単
に
語
り
合
い
孤
独
か
り
の
が
れ
ょ
っ

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は
「
自

分
た
ち
の
手
て
生
活
を
社
会
を
楽
し
く

し
、
生
き
が
い
を
見
い
出
そ
う
」
と
い

う
積
極
的
な
姿
勢
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
町
で
も
、
運
営
や
活
動
に
対
し

て
助
成
し
、
よ
り
よ
い
ク
ラ
ブ
に
育
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
側
面
か
ら
お
年
寄
り
を
支
え

励
ま
そ
う
と
、
町
で
は
、
七
十
歳
以
上

の
老
人
医
療
費
無
料
化
、
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
健
康
診
査
実
施
、

一
人
暮
し

の
恵
ま
れ
な
い
お
年
寄
り
の
世
話
を
す

る
ホ

l
ム
へ
ん
パ
ー
の
派
遣
、
老
人
ベ

ル
の
設
置
、
長
寿
を
祝
い
励
ま
す
敬
老

会
へ
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭和;2年には延長 1，340m、幅員 15mが舗
装 i!'れ、都市計画の中心になる町道中央線。

棚
線
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
、
新
幹
線

的
開
通
な
ど
技
術
革
新
を
中
心
と
し

た
国
鉄
輸
送
体
系
に
即
応
す
る
近
代

化
を
積
極
的
に
要
請
し
ま
す
。

電
話
は
、
現
在
一
・
八
戸
に

一
台

円
割
で
架
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

街
地
の
秘
待
解
消
、
利
別
川
上
流
地

区
内
自
動
化
、
即
時
化
を
推
進
、
今

後
の
情
報
化
社
会
に
対
応
し
ま
す
。

お
も
な
事
機
川
産
業
開
発
道
路
の

聞
き
く
、
中
央
線
改
良
舗
装
な
ど
街

路
事
業
、
農
道
整
備
、
林
道
的
開
設
、

交
通
公
園
の
設
置
、
地
域
集
団
電
話

内
架
設〔ま

ち
づ
く
り
〕

町
向
中
心
地
町
今
金
市
街
地
は
、

昭
和
五
十
五
年
に
人
口
七
千
八
百
人

二
千
二
百
世
帯
に
発
展
す
る
も
の
と

推
計
き
年
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域

的
特
性
を
生
か
し
、
住
民
の
福
祉
向

上
を
基
調
と
し
て
合
理
的
な
土
地
利

用
と
都
市
計
画
に
よ
り
、
排
水
溝
の

整
備
、
公
園
緑
地
的
造
成
な
ど
公
害

の
な
い
北
部
桧
山
内
産
業
経
済
、
社

会
生
活
圏
の
拠
点
的
な
中
核
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

他
の
地
域
は
、
中
心
地
区
と
の
道

路
、
交
通
通
信
網
の
確
立
、
手
活
環

境
町
整
備
な
ど
を
進
的
、
盟
か
な
農

村
に
し
ま
す
。

お
も
な
事
喋
H
都
市
公
図
的
整
備

駐
車
場
町
設
置
、
街
路
整
備

す+

ニ
の
機
会
に
お
年
寄
り
を
敬
愛
す
る

と
と
も
に
、
長
く
な
っ
た
老
後
を
楽
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

み
ん
な
で
考
え

τみ
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
来
年
度
は
、
六
十
五
歳
以
上

で
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
日
常

の
食
事
や
用
艇
に
も
不
自
由
を
し
て
い

る
人
を
収
容
す
る
「
特
別
養

4
盗

殺
老
人
ホ

l
ム
」
を
建
設
す

U
U
H

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

--u!
 

こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
に

r幽
V

対
す
る
思
い
や
り
は
町
民
み

m
J

ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
が
、

賓
聾
拍

と
く
に
家
庭
で
の
愛
情
、
い
た
わ
り
の

気
持
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
も
旬
、
っ

最
も
た
い
せ
つ
主
こ
と
と
恩
わ
爪
ま
す
。

九
月
二
十
二
日
は
新
装
な
っ
た
町
民

セ
ン
タ
ー
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
十
周

年
記
念
大
会
、
九
月
二
十
七
日
に
は
桧

山
支
庁
主
催
の
老
人
大
学
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

お
困
り
の
こ
と
は
相
談
を

町
内
老
人
福
祉
相
談
貝
に
、
主
宰

次
郎
さ
ん

(種
川
電
話
品
牢
!
O五
一

一
)
が
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

家
族
と
の
い
さ
か
い
、
孤
独
、
柄
羽

さ
句
に
仕
活
の
こ
と
な
ど
、
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

油引
にτ 

，---. 

/
岩
間
さ
ん
が
一
位

桧
山
管
内
高
齢
者

健
康
コ
ン
ク
ー
ル

昭
和
四
十
八
年
度
松
山
信
内
向

者
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
町
代
表

的
岩
間
キ
サ
さ
ん

(ω歳
栄
町
)

が
女
性
で
一
位
、
石
川
巳
之
助
さ
ん

て
ω歳
白
石
)
が
男
伯
で
二
位
に

-
巡
ば
れ
ま
し
た
。

(2 ) 
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H
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ま
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大
正
十
三
年
に

夫
が
開
業
し
た

医
院
の
助
手
の

か
た
わ
ら
助
産

婦
と
し
て
活
躍
、

夫
と
死
別
後
も

女
子

一
つ
で
五
人
の
子
と
も
を
り
っ

ぱ
に
育
て
ま
し
た
。
阪
の
色
つ
や
も

よ
く
い
か
に
も
健
康
そ
う
で
、
読
書

や
お
茶
、
お
孫
さ
ん
と
遊
山
の
が
楽

L

し
み
と
の
こ
と
で
す
。
「
野
菜
を
中

心
に
し
た
か
た
よ
ら
な
い
食
事
と
睡

眠
を
多
只
と
る
気
ま
ま
な
生
活
が
よ

い
の
で
は
」
と
、
健
康
の
秘
け
つ
を

訴
し
て
い
ま
す
。

石
川
さ
ん
は

明
治
四
十
四
年

白
石
に
入
殖
し

現
在
で
は
長
男

の
正
さ
ん
と
と
も
に
十
ト
的
水
田
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

H
r

ら
だ
は
強
健

で
酒
を
少
々
た
し
な
む
ほ
か
、
働
く

こ
と
が
趣
味
の
よ
う
な
人
で
す
。

盛大に落成祝賀会/

融轟轟語講
施設充実に多くの善意

H

新
し
い
町
民
的
殿
堂
u

町
民
セ
ン

タ
ー
の
落
成
式
、
祝
賀
会
は
、
八
月
十

三
百
町
内
外
か
ら
約
三
盲
人
の
関
係
者

が
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
面
玄
関
前
で
の
神
事
の
あ
と
、
町

長
ら
が
テ
l
プ
に
は
き
み
を
入
れ
華
や

か
に
オ
ー
プ
ン
、
落
成
式
で
は
、
代
議

士
は
じ
め
各
界
か
ら
多
〈
の
祝
辞
が
寄

せ
ら
れ
、
建
設
敷
地
に
協
力
し
た
森
山

誠

一
、
石
川
豊
三
、
飯
田
信
義
(
以
上

本
町
)
中
島
広
(
御
影
)
柳
太
一
(
厚

田
村
)
の
各
氏
に
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
稲
作
と
酪
農
を
象
徴
し

た
ど
ん
ち
ょ
う
の
披
露
、
郷
土
芸
能
の

ア
卜
ラ
ク
ン
ョ
ン
を
織
り
込
み
、
広
い

町
民
ホ
l
ん
も
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
。

秋
田
五
星
会
町
民
謡
大
会
と
翌
日
向

成
人
式
、
茶
室
開
き
で
町
民
に
も
公
開

約 300人が出席して仔われた落成式

き
れ
ま
し
た
。

近
代
的
な
設
備
が
整
っ
た
セ
ン
タ

に
み
ん
な
が
つ
ど
い
、
産
業
、
生
活
、

福
祉
の
向
上
に
役
だ
て
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

内
部
施
設
の
充
実
の
た
め
、
町
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
多
〈
の
普

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
壁
棒
銀
川
今
金
婦
人
会
、
今
金
町

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
共
和
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
マ
婆
見
鏡
H
今
金
町
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
、
吉
田
美
容
院
マ
潰

台
H
今
金
町
商
工
会
マ
時
計
H
今
金
町

農
業
協
同
組
合
、
今
金
町
農
協
婦
人
部

今
金
町
農
協
青
年
部
、
明
治
乳
業
今
金

工
場
マ
金
び
ょ
う
ぶ
H
今
金
町
議
会
議

員
一
同
ヤ
油
絵
H
長
田
正
之
助
、
村
上

規
雄
、
近
藤
弘
毅
‘
原
真
雄
、
杉
本
省
〕

苔
マ
写
真
H
石
橋
カ
メ
ラ
居
、
青
山
進

は



一

家族連れ、夏の一日を楽しむ
今へ
Y
酪
践
の
拠
内
に
と
、
日
進
高
原
に
建
設
さ
れ

た
「
今
金
高
原
枚
純
牧
場
」

。
こ
の
牧
場
を
見
て
も
ら

い
、
暑
い
夏
の
一
日
を
涼
し
い
高
原
で
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
刷
、
民
協
、
商
工
会
が
は
じ
め
て
企
画
し
た

「牧
場
ま
つ
リ
」
が
八
月
卜
一
一
日
開
か
札
ま
し
た
の

快
晴
何
日
曜
日
、
制
早
く
か
り
家
族
連
札
b
、職
場
の

グ
ル
プ
主
ど
が
采
り
込
み
、
千
人
を
越
す
，
出
。

ユ
lpフ
ソ
プ

岳

狩

場
山
を
望
め
ら
れ
緑
が
ど
こ
ま

で
も
続
く
広
大
な
草
原
、

点
洋
一
円
7

ン
モ
ス
サ
イ
ロ
、

授
乳
、
飼
育
、
受
恥
ま
て

一
院
し
た
近
代
的
溜
設
。
は

じ
め
て
米
た
人
主
く
、
そ
の
雄
大
き
に
自
国
見
張
り

な
が
ら
、
飲
み
肱
題
の
新
鮮
な
牛
乳
を
心
ゆ
く
ま
で
味

わ
い
、
ま
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
午
後
三
時
過
ぎ

ま
で
大
に
ぎ
わ
い
。

一
回
目
に
し
て
は
好
計
で
し
た
が
、
来
年
か
句
は
も

っ
と
趣
向
を
こ
句
し
、
町
外
に
も
売
り
出
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

会
場
は
、
草
原
の

一
角
り
ロ
ペ
牧
草

の
上
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
べ
を
囲
ん
だ
い

く
つ
も
の
輸
が
で
き
、
大

パ

テ

。

大

自
然
の
中
て
の
昧
は
ま
た
格
別
。

に
ぎ
わ
つ

た
牧
場
ま
つ
り

道内で5番目的共同利用模範牧場。育成中の乳牛 400

頭、農家からの預託牛 )00頭余りがのんび りと草を喰

む‘牛の楽園、は 、北海道を代表する風物詩だ。

カ
ラ
振
り
し
、
獲
物
を
横
目
に
「
残
念
無
念
」
ま

わ
リ
か
ら
は
、
わ
が
子
に
戸
援
を
お
く
る
人
主
ど
で

明
る
い
笑
い
の
は
ず
む
ス
イ
カ
訓
リ
。

s 
w 噸鍋ぞと，

一、‘、，

5 i1且のポニーは子どもたちの人気の的。おつかなびっ

くり乗ったが、なれてくるとカ ボーイ気取りで降り

ようとせず、さすがのポニ も疲れ気味だった。

事 ¥/17'.. 

( 4 ) 

-._-<ι 。 今aい・ グ J 、今、ξ
時 ・ぜふるぬ 三品.. 、 〆 d 

...駅前がらの無料送迎パスで続々会場へ。ンジ去、つ産土当弁

え
、
換

物

き

A

み

引

hw

飲

を

、
で
ン

券

カ
円

ス

干
ギ

企企豊田の若ものが伝統を守る郷土芸能 「

鬼能太鼓J も披露。

亀・ ム

( 5) 



ま

だ

多

い

学

ぶ

べ

き
こ
と

誠
治
療
教
室
を
校
内
に
設
け
て
専
任
教

附
に
よ
る
治
療
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
肢
体
不
自
由
、
仙
緒
障
害

主
ど
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
の

必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

三
つ
め
に
、
教
育
を
す
る
に
は
で
き

る
だ
け
周
到
な
指
導
什
闘
が
あ
っ
て
よ

い
は
ず
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
、

キ
メ
細
か
な
指
導
体
制

ヨーロッパの
特殊教育(7 ) 

百
年
の
歴
史
を
も

っ
ヨ
ロ
ソ
パ
的
特

殊
教
育
的
現
状
か
ら

わ
が
国
内
状
態
を
み

て
み
ま
す
と
、
共
通

す
る
こ
と
、
学
ぶ
べ

き
こ
と
、
ま
た
反
対

に
わ
が
国
の
す
ぐ
れ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す。
そ
の

一
つ
は
、
義

務
教
育
段
階
を
卒
業
後
、
ヨ
l
ロ
ソ
バ

で
は
悶
等
部
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
単
に
教
育
年
映
の
延

長
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
積
極
的
に
伸

び
る
も
の
は
伸
ば
そ
う
と
い
っ
立
図
か

ら
で
す
。
数
年
前
本
道
で
も

一
カ
所
高

等
部
が
設
け
句
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
侠
き
門
で
す
。

わ
が
国
で
も
高
等
部
設
置
と
同
じ
君

味
で
、
イ
ギ
リ
ス
内
心
障
者
の

た
め
町
職
業
訓
練
所
的
な
教
育

機
闘
が
、
特
に
重
い
子
を
社
会

自
立
さ
せ
る
た
め
に
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

イ
ギ
リ

二
つ
め
に
、
こ
の
よ
う
な
教

育
の
縦
町
幅
を
広
げ
て
い
く
と

と
L
に
、
械
の
幅
の
拡
大
も
た

い
せ
つ
で
す
。
そ
れ
は
ソ
速
の

よ
う
な
障
害
に
応
ヒ
た
キ
メ
制

か
で
適
切
な
指
導
体
制
で
す
。

ソ
連
で
は
、
特
殊
学
校
在
学

者
向
中
で
言
問
障
害
を
も
っ
者

が
二
五
%
も
お
り
、
専
門
的
言

、、

日本のことを学ぶパリの施設の子どもたち

ス
の
指
線
計
画
は
せ
い
ぜ
い

一
週
間
脱

皮
で
、
そ
れ
も
メ
モ
程
度
町
内
、
世
だ
っ

た
ニ
と
か
ら
、
こ
の
而
で
は
わ
が
図
的

教
育
謀
総
樹
立
へ
の
努
力
は
商
〈
評
附

さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
保
障
円
充
実
し
て
い

る
ヨ

i
ロ
ァ
パ
の
国
々
に
対
し
て
、
わ

が
国
内
場
合
、
彼
ら
を
社
会
に
出
し
職

業
生
活
を
通
じ
て
自
立
さ
せ
よ
う
と
い

う
絶
対
的
な
使
命
感
が
教
師
に
お
お
い

か
よ
さ
っ
て
い
て
、

7

ナ
ジ
リ
を
決
し

て
教
育
の
内
、
告
や
万
法
を
効
川
市
的
に
し

ょ
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
相
互

関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

七
回
に
わ
た
る
連
載
内
、
台
は
祝
祭
旅

行
町

一
郎
で
す
が
、
な
お
詳
し
く
は
明

年
四
月
に
明
治
図
書
か
勺
出
版
さ
れ
る

『精
薄
児
同
社
会
自
立
と
教
行
』
に
ぬ

峨
さ
札
ま
す
。

(終
わ
り
)

柴
谷
勝
俊
記
(
今
金
中
教
諭
)

/ 
親障
の害援
会児 Z
がを 2
発も i
足つ 2

障
害
を
も
っ
子
ど
も
の
福
祉
の
向
上

と
社
会
的
自
立
を
促
そ
う
l
と

「
今
金

町
障
害
児
を
も
っ
親
の
会
」
(
会
長
林

原
春
雄
さ
ん
)
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
肢
体
不
自
由
、
視
聴
覚
、

心
身
障
害
、
精
神
薄
弱
肉
子
ど
も
を
も

っ
父
母
凶
十
人
で
組
織
さ
れ
@
視
野
を

広
げ
る
た
め
の
研
修
会
や
実
地
見
半
@

人
光
町
里
で
は
、
手
間
的
ン
ン
ポ
ル
7

l
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

山
ま
れ
な
い
粕
薄
者
向
人
た
ち
の
教

育
と
悩
祉
の
里
に
す
c
わ
し
い
希
望
あ

ふ
れ
る
図
案
を
ど
し
と
し
応
募
し
ま
し

ょ、ヴ
。

ム
自
製
は
が
き
か
同
ヒ
よ
さ
き
の
紙
を

利
用
し
、
図
案
の
品
明
と
住
所
、
氏
名

年
齢
、
峨
業
を
記
入
役
場
制
祉
労
政

課
に

t
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
採
用
者
に
は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

他
市
町
村
町
続
的
会
と
の
交
流
@
医
師

や
保
母
ら
と
の
懇
談
会
@
保
議
者
向
親

陵
町
た
め
の
ス
ポ
l
y
、
レ
ク
リ
ェ

l

ン
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

光
の
里
で
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
を
募
集

精
柑
四
半
句
史
生
地
設
「
光
町
里

r'r闘し

は
、
明
年
凶
月
に
桧
山
て
は
じ
め
て
神

丘
に
開
国
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
制
祉
法

ボ
ウ
リ
ン
グ
で

は
た
ち
を
発
散

、

おしらせ

唱。

...明るい笑顔がはずむボウリング大会

V加藤宏信君(日の出町)が成人の誓い

こ
と
し
で
五
回
目
を
迎
え
た
旬
以
廷
の
成
人
部
E

U

。
八
月
十

四
日
オ
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
町
民
セ
ン
タ
ー
に
百
人
の

若
も
の
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
恕
い
出
が
残
る
ょ
っ
に
と
、
は
じ
め
て
企
画
さ

れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
ミ
ニ
や
カ
ラ

l
y
ャ
ツ
の
若

々
し
い
ス
タ
イ
ル
で

H

は
た
ち
仰
を
発
散
。
ま
た
、
短
い
式

典
の
あ
と
雄
大
な
高
原
棋
範
牧
場
へ
遠
足
。
向
け
る
よ
う
な

背
い
空
の
も
と
で
、
す
が
す
が

iγ
い
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸

い
込
む
な
ど
成
人
の
門
出
を
有
芯
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

.住宅統計調査に協力を

住宅統計調査が10月1日全国一

せいに行われます。

この調査は 5年に 1回行われて

いるもので、わが図的住宅内実情

を明らかにし、住宅建設計画、都

市計画、環境整備計画などの基礎

資料として用いられます。

調査は昭和45年国勢調査区から

抽出して行われ、住宅、居住する

建物、居住する世帯が対草になり

ます。また、調査する事項は、住

宅の種類や構造のほか、所有関係

建築時期、入居時期、世帯人貝、

居住室町数、家賃、住宅内環境な

どです。

調査員が伺凶ましたら、よろし

くご協力方お願い Lます。

光
の
里
に
相
次
ぐ
善
意

マ
伊
藤
利
忠
さ
ん

(中
里
)
と
安
藤

稲
子
さ
ん
の
結
婚
記
念
百
千
円
マ
村

端

一
男
さ
ん
(
栄
町
)

一
万
円
マ
原
田

邦
男
さ
ん
(
昭
和
町
)一

万
円
マ
石
井

雅
也
、
洋
子
き
ん
(
本
町
)
千
九
百
四

十
九
円
マ
和
田
懲
博
さ
ん
(
本
町
)
千

円
マ
北
海
道
音
楽
教
行
内
会

一
万
三

百
四
十
七
円
マ
桧
山
婦
人
大
会

二
万

二
千
六
百
凶
ト
-一一
円
マ
千
代
桜
閑
サ
イ

ン
会
五
千
八
百
十
五
円

し
マひい 火すス
ス次たス災がト孫
卜のめトが、|業
|こに l急進ブの
ブと、ブテ内の訪
やをみにンで取れ
煙実なよポは 付と
突行きるで毎けと
長しん火.;年岬 :も
ての 5与えこ 1~iJに

付く家をてのに各
けだ庭起き時は家
るさでこま却lい庭
といはさすかりで
き 。ぜな 。らまは

勺〈

ス
ト
ー
ブ
の
取

付
け
は
安
全
に

.住民登録は正しく

ゐなたは、正しく住民登録をし

ていますか。町内てe住所が褒わっ

たときも14日以内に転居届を出さ

なければ、印鑑証明など君、ぐとき

に間に合わなかったりしてたいへ

ん不便です。印鑑、国民健康保険

証、国民年金手帳などを持参 L、

早めに手続きしてください。

-函館税務署tこT税務相談室」

税金に関する相談や苦情に応じ

るため、函館税務署(函館市新川

町筋肉 6 電話23-4670)に「税

務相談室」が設けられました。

虫歯をなくしよう

子どもの虫歯はお母さん

がたの責任です。

甘い物や乳酸飲料は特に

気をつけましょう。

9月21日 9月30日

( 6) 

子どもと老人の交通事故絶滅を

秋の交通安全道民総ぐるみ運動

は
、
故
障
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
わ

れ
-た
と
こ
ろ
が
な
い
か
を
あ
ら
か
じ

め
維
認
し
て
お
き
、
欠
陥
の
あ
る
も

の
は
完
全
な
も
の
と
交
換
す
る
。

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
分
解
掃
除
を
す
る

時
は
、
素
人
い
じ
り
は
危
険
な
の
で

も
よ
り
の
専
門
胞
か
知
識
経
験
の
盟

自
主
人
に
頼
む
。

マ
ス
ト
ー
ブ
は
、
壁
、
天
井
や
周
囲
の

可
燃
物
か
ら
六
ぃナ
で
以
上
離
し
て
据

え
付
け
、
不
燃
材
料
で
造
っ
た
台
上

に
世
く
。
ま
た
、
煙
突
は
壁
や
天
井

な
ど
か
ら
四
十
五
弓
以
上
離
す
。

マ
め
が
ね
石
は
壁
の
厚
さ
以
上
と
し
、

め
が
ね
石
の
穴
の
外
周
か
ら
壁
ま
で

の
幅
は
最
低
十
旬
以
上
と
す
る
。

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
タ
ン
ク
は
、

ス
ト
ー
ブ
か
ら
二

μ以
上
離
す
か
、

し
ゃ
熱
板
を
設
け
る
。

マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

火
が
つ
い
た
ま
ま
持
ち
運
び
を
し
な

い
。
ま
た
、
給
油
す
る
と
き
は

一
端

火
を
消
し
て
か
ら
に
す
る
。

これまでも毎月 5の日は相談日

でLたが、この制度がよ り充実さ

れたもので、専任円相談員もおか

れ、電話でも相談できるようにな

りました。料金は無料で、住所、

氏名 なども聞かないこと になって

います。

(7) 



障
害
の
あ
る
方
は
手
続
き
を

国
民
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

崎
山
』
門
名
の
か
た
が
た
に
支
給
さ
れ
る

国
民
年
金
は
、
加
入
し
て
い
る
か
た
が

病
気
や
ケ
ガ
で
身
休
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金
と
、
二

十
歳
以
前
に
障
害
者
に
な
っ
た
と
か
先

天
悼
の
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
障
害
制

祉
年
金
問
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
主
障
害
町
人
が
年
金
を
受

静的松岡食るそ生けけ
J主は楽手物、ば活 てら
がか杖まがまで にも れ
三 、やた思つ大若よる------ー¥
度結布Iiはっす声 しうか A、~，，~、
程核出j両よく' でくやと 「ご~c 】 写!!f闘怠京まお)
度性具足ヮ歩ど不くい ピ忌待.."，¥守，/三f宅供託i
疾をのにくな i臣見え".:\Á/"/~ Ji' r<i!ず『場F ノ

栴青忠や上 f旨食こつをえ li ( ~益必場会"， l ， 、母」ιノ
神や つが べとて!怒る 、 l:m際書耳1川'官t
精賢て欠らが少 じ 桂メ ヒ全型万iJJ j持三¥l
下車臓いけれでしる J3!Zガ 、=' -~・
で病るてなき問、でネ
日でないいなこ 耳目を
常 安ど る 、 い えの常か

生
活
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
人
主
ど

で
す
。
主
お
、
病
気
や
ケ
ガ
が
固
定
し

て
い
な
い
人
は
、
は
じ
め
て
医
師
の
診

断
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た

と
き
に
、
そ
の
節
筈
の
状
態
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

降
笹
年
金
を
受
け
る
に
は
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
、
年
金
扇
は
二
十
四
万
円
で
す
。

障
害
悩
祉
年
金
は
、

二
十
歳
以
上
七

十
政
未
満
の
人
で
臨
書
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
介
。
ぃ
場
A
n
に
支
給
さ
れ

そ
の
領
は
ベ
万
円
で
す
。

支
給
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と

か
は
ず
か
し
い
か
ら
主
ど
で
未
消
求
の

人
も
い
る
よ
う
で
す
。
か
ら
だ
が
不
自

由
に
な
っ
た
と
か
、
重
い
病
気
に
か
か

っ
た
と
か
で
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
は
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
当
然
の
権
利
で
す
.

心
当
り
の
か
た
は
役
場
板
祉
労
政
諜

で
相
談
さ
れ
、
早
く
悶
求
内
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

国
民
健
康
保
険
税

《
三
期
》

十

月

一
日
ま
で

『つ

-
選
抜
野
球
大
会
で
今
金
中
が
初
優
勝

産
業
ま
つ
リ
協
賛
第
二
回
中
学
校
選
抜
野

味
大
会
は
、
八
月
十
五
λ

十
六
日
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
八
チ
l
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
金
中
は
六
対
O
で

北
桧
山
中
を
破
り
弘
事
初
優
勝
し
ま
し
f

、

事瓦面必
前月に
比べて

人口 10，615 (-16) 

男 5，205 (-9) 

女 5，410 (ー 7) 

世帯 2，744 (-2) 

(fi月間現在の)
住民基本台帳人口

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

工

藤

悟

(

道

雄

長

男

)
東

町

沢

俊

也

(

卓

長

男

)
八
崎
町

沢
口
忠
大
(
忠
克
長
男
)
曙

町

惑
昇

。
北
小
師
道
今
金
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トヒ~クス

-
有
意
義
だ
っ
た
桧
山
婦
人
大
会

第
二
十
回
桧
山
婦
人
大
会
は
八
月
四
、

五
円
両
日
今
金
小
で
聞
か
れ
ま
し
れ
~

旬
内
か
ら
約
七
百
人
町
婦
人
会
民
が
参

加
、
生
活
に
身
近
か
な
問
題
の
話
し
合
い

の
中
か
ら
@
交
通
事
故
防
止
の
た
め
寸
危

ど
の
一

戸
運
動
@
虚
礼
廃
止
運
動
@
科

学
的
な
目
で
健
康
管
理
ー
な
ど
を
地
域
に

も
ち
帰
っ
て
実
践
す
る
ニ
と
に
し
ま
し
「旬
。

金

原

大
和
町

末
広
町

神

丘

日

野

一

1
山

崎

和

子

旭

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

三
津
橋

徹

雄

四

十

歳

稲

川

山

石

?

サ

七

十

五

歳

樋

川

石

山

松

男

七

十

歳

花

石

坪
川
リ
ツ

エ

五

十

九

歳

鈴

金

柴

田

米

次

郎

八

十

五

歳

団

代

且
…
須
型
絵
子

零

歳

八

幡
町

稲
垣

佐

千

七

十

九

歳

金

原

八
重
樫
孝
子

四

十

歳

御

影

(七
月
分
)

佐
々
木
留
美
子
ご
治
長
女
)
御
彬

中

山

智

美

(修
身
長
女
)
大
和
町

阪

弁

賂

(消

隆

長

男
)
極

川

一一ノ
官
干
絵
(
直
行
二
女
)
緑

町

鷲
野
正
樹
(
喜
代
一
二
男
)
住
吉

日
下
昌
昭
(
義
四
郎
長
男
)
末
広
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

佐
々
木
徳
『
回
世
佐
代
子

沢

口

征

治
H
伊

藤

慾

子

伊

藤

博

1
井
上
と
よ
子

河

田

満

伸
H
H
河
田
栄
子

制
畠

・
総
務
企
画
課

印

刷

長

門

出

版

社

尭

行

刊

9

H

( 8 1 

町


